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ボリュームのバックアップとリストア

他の SolidFire ストレージ、および Amazon S3 または OpenStack Swift と互換性のある
セカンダリオブジェクトストアに対して、ボリュームのバックアップとリストアを実行
できます。

OpenStack Swift または Amazon S3 からボリュームをリストアするときは、元のバックアッププロセスのマ
ニフェスト情報が必要です。SolidFire ストレージシステムにバックアップされているボリュームをリストア
する場合は、マニフェスト情報は不要です。

詳細については、こちらをご覧ください

• Amazon S3 オブジェクトストアにボリュームをバックアップします

• OpenStack Swift オブジェクトストアにボリュームをバックアップします

• ボリュームを SolidFire ストレージクラスタにバックアップします

• Amazon S3 オブジェクトストア上のバックアップからボリュームをリストアする

• OpenStack Swift オブジェクトストア上のバックアップからボリュームをリストアします

• SolidFire ストレージクラスタ上のバックアップからボリュームをリストアします

Amazon S3 オブジェクトストアにボリュームをバックアップ
します

Amazon S3 と互換性のある外部のオブジェクトストアにのボリュームをバックアップで
きます。

1. [* 管理 > ボリューム *] をクリックします。

2. バックアップするボリュームの操作アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * Backup to * をクリックします。

4. [ * バックアップ先 * ] の下の [ 統合バックアップ * ] ダイアログボックスで、 [* S3 * ] を選択します。

5. [ データフォーマット *] でオプションを選択します。

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

6. [Hostname] フィールドに、オブジェクトストアへのアクセスに使用するホスト名を入力します。

7. [* アクセスキー ID*] フィールドに、アカウントのアクセスキー ID を入力します。

8. アカウントのシークレットアクセスキーを * Secret Access Key * フィールドに入力します。

9. バックアップを格納する S3 バケットを「 * S3 Bucket * 」フィールドに入力します。

10. 「 * Nametag * 」フィールドにプレフィックスに追加するネームタグを入力します。

11. [ 読み取り開始 ] をクリックします。
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OpenStack Swift オブジェクトストアにボリュームをバックア
ップします

OpenStack Swift と互換性のある外部のオブジェクトストアにのボリュームをバックア
ップできます。

1. [* 管理 > ボリューム *] をクリックします。

2. バックアップするボリュームの [Actions] アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * Backup to * をクリックします。

4. [ * バックアップ先 * ] の下の [ 統合バックアップ * ] ダイアログボックスで、 [* Swift* ] を選択します。

5. * データフォーマット * ：

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

6. オブジェクトストアへのアクセスに使用する URL を * url * フィールドに入力します。

7. [* ユーザー名 *] フィールドにアカウントのユーザー名を入力します。

8. [* Authentication Key* （認証キー * ） ] フィールドにアカウントの認証キーを入力します。

9. [ * Container * ] フィールドに、バックアップを保存するコンテナを入力します。

10. * オプション * ： * Nametag * フィールドに、プレフィックスに付加する名前タグを入力します。

11. [ 読み取り開始 ] をクリックします。

ボリュームを SolidFire ストレージクラスタにバックアップし
ます

Element ソフトウェアを実行しているストレージクラスタでは、あるクラスタ上にある
ボリュームをリモートのクラスタにバックアップできます。

ソースクラスタとターゲットクラスタがペアリングされていることを確認します。

を参照してください "レプリケーション用にクラスタをペアリング"。

クラスタ間でバックアップまたはリストアを実行する際には、システムによってクラスタ間の認証に使用する
キーが生成されます。ソースクラスタはこのボリュームの一括書き込みキーを使用してデスティネーションク
ラスタに対して認証し、デスティネーションボリュームへの書き込みがセキュリティで保護されます。バック
アップまたはリストアのプロセスでは、処理を開始する前に、デスティネーションボリュームからボリューム
の一括書き込みキーを生成する必要があります。

1. デスティネーションクラスタで、 * Management * > * Volumes * と入力します。

2. デスティネーションボリュームの操作アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * リストア元 * をクリックします。

4. 統合リストア * （ Integrated Restore * ）ダイアログボックスの * リストア元 * （ * Restore From * ）で *

SolidFire * を選択します。
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5. [ データフォーマット *] でオプションを選択します。

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

6. [* キーの生成 * ] をクリックします。

7. キーを * Bulk Volume Write Key * ボックスからクリップボードにコピーします。

8. ソースクラスタで、 * Management * > * Volumes * に移動します。

9. バックアップするボリュームの [Actions] アイコンをクリックします。

10. 表示されたメニューで、 * Backup to * をクリックします。

11. [ * バックアップ先 * ] の下の [ 統合バックアップ * ] ダイアログボックスで、 [ * SolidFire * ] を選択しま
す。

12. [ * データ形式 * （ * Data Format * ） ] フィールドで前に選択したオプションと同じオプションを選択し
ます。

13. デスティネーションボリュームのクラスタの管理仮想 IP アドレスを * リモートクラスタ MVIP * フィール
ドに入力します。

14. リモートクラスタのユーザ名を「 * リモートクラスタのユーザ名 * 」フィールドに入力します。

15. リモートクラスタのパスワードを「 * リモートクラスタのパスワード * 」フィールドに入力します。

16. 「 * Bulk Volume Write Key * 」フィールドに、前の手順でデスティネーションクラスタ上に生成したキー
を貼り付けます。

17. [ 読み取り開始 ] をクリックします。

Amazon S3 オブジェクトストア上のバックアップからボリュ
ームをリストアする

Amazon S3 オブジェクトストア上のバックアップからボリュームをリストアできます。

1. [Reporting>*Event Log] をクリックします。

2. リストアする必要のあるバックアップを作成したバックアップイベントを探します。

3. イベントの Details 列で、 Show Details をクリックします。

4. マニフェスト情報をクリップボードにコピーします。

5. [* 管理 > ボリューム *] をクリックします。

6. リストアするボリュームの操作アイコンをクリックします。

7. 表示されたメニューで、 * リストア元 * をクリックします。

8. [ * 統合リストア * ] ダイアログボックスの [ * リストア元 * ] で、 [* S3 * ] を選択します。

9. バックアップに一致するオプションを * Data Format * ：

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

10. [Hostname] フィールドに、オブジェクトストアへのアクセスに使用するホスト名を入力します。
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11. [* アクセスキー ID*] フィールドに、アカウントのアクセスキー ID を入力します。

12. アカウントのシークレットアクセスキーを * Secret Access Key * フィールドに入力します。

13. バックアップを格納する S3 バケットを「 * S3 Bucket * 」フィールドに入力します。

14. マニフェスト情報を * Manifest * フィールドに貼り付けます。

15. 「 * 書き込みを開始」をクリックします。

OpenStack Swift オブジェクトストア上のバックアップからボ
リュームをリストアします

OpenStack Swift オブジェクトストア上のバックアップからボリュームをリストアでき
ます。

1. [Reporting>*Event Log] をクリックします。

2. リストアする必要のあるバックアップを作成したバックアップイベントを探します。

3. イベントの Details 列で、 Show Details をクリックします。

4. マニフェスト情報をクリップボードにコピーします。

5. [* 管理 > ボリューム *] をクリックします。

6. リストアするボリュームの操作アイコンをクリックします。

7. 表示されたメニューで、 * リストア元 * をクリックします。

8. [ * 統合リストア * ] ダイアログボックスの [ * リストア元 * ] で、 [* Swift* ] を選択します。

9. バックアップに一致するオプションを * Data Format * ：

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

10. オブジェクトストアへのアクセスに使用する URL を * url * フィールドに入力します。

11. [* ユーザー名 *] フィールドにアカウントのユーザー名を入力します。

12. [* Authentication Key* （認証キー * ） ] フィールドにアカウントの認証キーを入力します。

13. バックアップを格納するコンテナの名前を「 * Container * 」フィールドに入力します。

14. マニフェスト情報を * Manifest * フィールドに貼り付けます。

15. 「 * 書き込みを開始」をクリックします。

SolidFire ストレージクラスタ上のバックアップからボリューム
をリストアします

SolidFire ストレージクラスタ上のバックアップからボリュームをリストアできます。

クラスタ間でバックアップまたはリストアを実行する際には、システムによってクラスタ間の認証に使用する
キーが生成されます。ソースクラスタはこのボリュームの一括書き込みキーを使用してデスティネーションク
ラスタに対して認証し、デスティネーションボリュームへの書き込みがセキュリティで保護されます。バック
アップまたはリストアのプロセスでは、処理を開始する前に、デスティネーションボリュームからボリューム
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の一括書き込みキーを生成する必要があります。

1. デスティネーションクラスタで、 * Management * > * Volumes * をクリックします。

2. リストアするボリュームの操作アイコンをクリックします。

3. 表示されたメニューで、 * リストア元 * をクリックします。

4. 統合リストア * （ Integrated Restore * ）ダイアログボックスの * リストア元 * （ * Restore From * ）で *

SolidFire * を選択します。

5. バックアップに一致するオプションを * Data Format * ：

◦ * Native * ： SolidFire ストレージシステムのみが読み取り可能な圧縮形式。

◦ * Uncompressed * ：他のシステムと互換性がある非圧縮形式。

6. [* キーの生成 * ] をクリックします。

7. * 一括ボリューム書き込みキー * 情報をクリップボードにコピーします。

8. ソースクラスタで、 * Management * > * Volumes * をクリックします。

9. リストアに使用するボリュームの操作アイコンをクリックします。

10. 表示されたメニューで、 * Backup to * をクリックします。

11. 統合バックアップ * （ Integrated Backup * ）ダイアログボックスで、 * バックアップ先 * （ * Backup to *

）で * SolidFire * を選択します。

12. バックアップに一致するオプションを * Data Format * で選択します。

13. デスティネーションボリュームのクラスタの管理仮想 IP アドレスを * リモートクラスタ MVIP * フィール
ドに入力します。

14. リモートクラスタのユーザ名を「 * リモートクラスタのユーザ名 * 」フィールドに入力します。

15. リモートクラスタのパスワードを「 * リモートクラスタのパスワード * 」フィールドに入力します。

16. クリップボードから * Bulk Volume Write Key * フィールドにキーを貼り付けます。

17. [ 読み取り開始 ] をクリックします。
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用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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